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19福田 恵子・船田 京子：中学校家庭科における共食をテーマとした食学習のデザイン 










25 年度）から中学校２年生現在（平成 28 年度）の３年間の変化を検証するものであるが，筆者ら
は，後者の調査の実施および縦断的なデータ解析を担当した。 
(1) 調査対象  
 調査対象は，平成 25 年度調査は，鳥取市内の公立小学校（44 校）の５年生 1,693 名（有効回答率
99.1％，1,678 名），３年後の平成 28 年度調査は，鳥取市内の公立中学校（17 校）の２年生 1,589
名（有効回答率 94.9％，1,508 名）である。調査対象の属性を表１に示す。 
(2) 調査時期および調査方法 
 平成 25 年度調査，平成 28 年度調査ともに，7 月に鳥取市教育委員会学校給食課から各校へ依頼・
配布した。実施および調査紙の回収については学級担任に一任した。
(3) 調査内容 





























○ ○ 属性 性別 ［2カテゴリー］ 1)男性，2)女性
○ ○ 状況（朝食） ［5カテゴリー］ 1)ひとりで食べる，2)子どもだけで食べる，3)おとなの家族の誰かと食べる，4)家族そろって食べる，5)その他
○ ○ 状況（夕食） ［5カテゴリー］ 1)ひとりで食べる，2)子どもだけで食べる，3)おとなの家族の誰かと食べる，4)家族そろって食べる，5)その他
― ○ 希望（朝食） ［5カテゴリー］ 1)ひとりで食べる，2)子どもだけで食べる，3)おとなの家族の誰かと食べる，4)家族そろって食べる，5)その他
― ○ 希望（夕食） ［5カテゴリー］ 1)ひとりで食べる，2)子どもだけで食べる，3)おとなの家族の誰かと食べる，4)家族そろって食べる，5)その他
○ ○ 朝食の摂取 ［4段階評定］ 1)ほとんど食べない，2)週に2～3日食べる，3)週に2～3日食べる，4)毎日食べる
― ○ 朝食の内容 （表３に示す）
― ○ 給食の残食 ［3段階評定］ 1)いつも残す，2)ときどき残すことがある，3)いつも全部食べる
○ ○ 食事時のあいさつ ［3段階評定］ 1)いつもしない，2)ときどきしないことがある，3)いつもする
○ ○ 料理・食事の手伝い ［4段階評定］ 1)しない，2)ほとんどしない，3)ときどきする，4)よくする
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23福田 恵子・船田 京子：中学校家庭科における共食をテーマとした食学習のデザイン 


































人 ％ 人 ％ 人 ％
Ⅰ.共食-楽しみ ［満足型］ 284 18.8 122 43.0 162 57.0
Ⅱ.共食-楽しみでない ［不満内在型］ 368 24.4 217 59.0 151 41.0
Ⅲ.孤食-楽しみ ［未充足型］ 238 15.8 84 35.3 154 64.7
Ⅳ.孤食-楽しみでない ［無関心型］ 542 35.9 282 52.0 260 48.0





   に基づく類型化 











Ⅰ.共食-楽しみ ［満足型］ 3.2 2.3 263 92.6 184 64.8 226 79.6 163 57.4 94 33.1
Ⅱ.共食-楽しみでない ［不満内在型］ 3.0 2.1 328 89.1 238 64.7 220 59.8 174 47.3 88 23.9
Ⅲ.孤食-楽しみ ［未充足型］ 2.6 1.6 200 84.0 125 52.5 182 76.5 135 56.7 66 27.7
Ⅳ.孤食-楽しみでない ［無関心型］ 2.4 1.5 427 78.8 320 59.0 306 56.5 240 44.3 83 15.3
注）*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01
生活習慣
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